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時が平均 2.38 度で拡大時の平均 3.62 度と比較し有意に小さかった（P<0.01）。 
三次元画像工学を利用し下顎アニメーションを再現し、顎関節空隙の変化を検
討することができた。顎関節に対する機能圧は、咀嚼サイクルのうち下顎の開
口度が小さい咬合相で加わっていることが示唆された。 
 
 
